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基山小ホームページこちら 

「学校の近況」に学校の行事や子供たちの活動をアップしています。学校だより「基山っ子」も、カラーで 

鮮明にご覧いただけます。  https://www.education.saga.jp/hp/kiyama-e/ 

 

なかよしタイム 
３日朝の時間、縦割班で遊びました。６年生が、ルール 

を説明したり、上級生が、下級生にボールを譲ったり、互 

いに「キャッチうまい」等、声を掛け合ったり、和やかに 

交流ができました。終わった頃には、体もぽかぽか。次回は、リーダー引き継ぎ。５年生が、縦割活動の

進め方、ノウハウを引き継ぎ、仲良し基山っ子の伝統を引き継ぎます。 

コロナで近年中止になっていた、なわとび大会が戻ってきました。 

短なわの持久や、大なわをクラス対抗で競い合いました。ただのレ 

クリエーションとして楽しむのもよいですが、大会として本番で記 

録を出す成就感、競い合う緊張感を味わうことも、子供たちの成長 

過程に意味があると考えます。写真は、５年生。本番というぴんと張り詰めた空気感の中、チーム皆で

心合わせて挑む、かけがえのない瞬間。勝って大喜び、失敗しても「頑張れ」「おしい」と声掛け合う子

供たち。昇降口には、下級生のギャラリーができ、憧れの眼差しで上級生の技を見ていました（こうし

て技も心意気も引き継がれていくのです）。また、次の日は、６年生のなわとび大会。大なわは、芸術的

といってよいほど美しく、スピードも圧巻でした。 

 戻ってきた なわとび大会  

【５年生 なわとび大会】 

１日(水)、私が大学生だった頃から授業づくり学校づくりの 

大先輩として、佐賀県の教育にご尽力されてきた村岡智彦先生 

にご来校いただき、現在ライフワークにされている「命の授業」 

を 6年生に実施していただきました。 

命とは？と問われ、余命半年と告げられたご自身の闘病経験、 

自身の苦悩、当時 13才だったお子さんへの思い、生きながらえ 

た数年後の思いを語られました。快活なお話しぶりにひき込ま 

れ子供たちは真剣に聴いていました。たくさんの先祖から受け 

継がれた命のバトン、その有り難さ、生きることの意味、自死やいじめはいけない理由についてを考え

ることができた貴重な時間でした。子供たちの感想には、死について考えてた不安な気持ちや家族や自

分自身の闘病体験、いじめを二度としないという決意等がびっしりと書かれていました。これから多感

な時期に突入する 6年生の心に響いたことが、一人一人の感想に表れていました。 

※その一部を裏面に掲載しています。 

基山町立基山小学校 学校だより 

      第１９号 令和５年 ２月 ９日 

             ☎92-2431 文責 校長 福山 信代 

学校教育目標「きたえ  やりぬき まなびあう」 

    ～心も体も元気で前向き 基山っ子 明日も行きたい！基山小～ 

 

 

学校教育目標「学び確かに 心豊かに 体たくましく」   基山町宮浦４１番地  電

話 92-2431   校長 江口陽子  

基山小学校だより  No,１ 

校 長   岩 橋  進 

命は大切に！

と言われるの

はどうして？ 

↓裏面もあります。ご覧ください。 

 道徳特別授業 ６年「命の授業」 命って何だろう。  

https://www.education.saga.jp/hp/kiyama-e/


【「命の授業」後の６年児童の感想より】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コミュニティスクール（学校運営協議会）とは、地域の代表の方 

方がともに、学校運営のことを考え、話し合ってもらっている会の 

ことです。6日に、第 3回学校運営協議会を開催しました。今年度 

の振り返りと次年度の学校経営方針について、通学路や地区の子供 

会のこと、ＩＣＴ教育、読書推進等々、話題は、多岐に渡りました。 

本会が発起してくださった「基山小よろずお助け隊」の名の通り、 

委員の皆様には、いつも、基山小がよりよくなるために、学校を助け支えていただいています。6 日が、今

年度は最後の会でしたが、改めて御礼申し上げます。委員の皆様、いつもありがとうございます。 

 感謝しています。ＣＳ 学校運営協議会   


